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  令和元年７月定例教育委員会会議 

 

１．日 時 

  令和元年７月２３日（火）午後１時３０分～午後３時００分 

 

２．場 所 

  河内長野市役所３階 ３０１会議室 

 

３．出席委員 

  松本教育長、澤田教育長職務代理者、嘉名委員、藤本委員、尾上委員 

 

４．会議録署名委員 

  松本教育長、澤田教育長職務代理者、嘉名委員 

 

５．事務局出席者 

 宮阪教育推進部長、小川生涯学習部長、中田教育推進部理事、安田教育推

進部理事、井上生涯学習部理事、藤林教育総務課長、生田教育指導課長、山

崎文化・スポーツ振興課長、伊藤文化財保護課長、森地域教育推進課長、有

村図書館長、武本教育総務課課長補佐、帯屋教育総務課庶務係長 

 

６．会議要録 

 開 会 

  松本教育長 

先週１９日には教育委員の皆さんには、教科書採択に関して研修会を行

いまして、長丁場でしたけれどもお疲れ様でございました。しかしながら

本番の採択の日は、明後日の２５日でございますので、またよろしくお願

いいたします。 

学校関係でいいますと、学期が終わりましたら、学校長、教頭から報告

がありますが、大体大過なく１学期が終了したと聞いております。中学校

では部活動が、小学校はまだ今週いっぱいくらいプールの指導、それから

フォーラムも含めた研修が前半にあって、という状況ですけれども、とり
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わけ中学校が、夏季休業中にしっかり練習して、夏休みの８月の２４か２

５に、地区の総合体育大会があってそれに向けて頑張っていることから、

午前も午後も練習をしているところが多かったんですけれども、国の方か

ら、全国的にあまりにも活動しすぎということで、セーブがかかって、ガ

イドラインが示されたことにより、国、府、市、これに準じてやっており

まして、１日あたり３時間程度で、夏休みも１週間のうち土日は１日休み、

平日５日のうち１日休み、そのようなペースで活動することになっていま

す。練習試合をすると結果的には回数等は増えるんですけれども、この基

準を順守するように指導しているところでございます。 

また、地域の健全育成の関係では、子ども関係のイベントとして、この

前の土曜日も２か所ありましたけれども、盆踊りや納涼映画祭など、その

ような行事が開催されています。教育委員会事務局でも、夏休み中の子ど

もが参加できるイベントや取り組みがあります。 

それでは出席委員が定数に達しておりますので、令和元年度の定例教育

委員会議の開会をいたします。 

 

（1）前回会議録の承認 

   松本教育長 

前回会議録について、何かご異議、ご質問などございませんか。 

   松本教育長 

特に意見がありませんでしたので、前回会議録を承認することといたし 

ます。  

 

（2）署名委員の指名 

松本教育長 

今回の会議録の署名は、私のほかに澤田教育長職務代理者と嘉名委員に

お願いします。 

 

澤田教育長職務代理者、嘉名委員 

   了解しました。 
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（3）教育長報告 

松本教育長 

次に、教育長報告にうつりますが、７月１日に大阪府の教育委員会の市

町村教育室長、義務教育のトップの方が大阪府の教育におかれている状況

についての報告をしていただきました。府の悩みであるところの、チャレ

ンジテストというようなことについても、課題を抽出して検討し解決に向

けて動き出しているという報告をうけております。また、７月２日に教育

委員会の社会教育委員会会議でありますとか、それから７月８日には歴史

文化基本構想等検討委員会や、府の教育委員会の重要な会議、というもの

が開催されております。また、７月１２日に大阪教育大学と協力関係を築

くための協定を締結すべく、副学長と面談いたしまして、現在締結に向け

て準備をすすめているところでございます。 

私の方からは以上でございます。何かご質問はございませんか。 

次に、各委員から報告事項や情報提供がございましたら、お願いいたし

ます。 

 

（4）教育委員報告 

澤田教育長職務代理者 

７月２日にラブリーホールでオーケストラ鑑賞会がありまして、河内長

野市文化振興財団から案内状を頂き行かして頂きましたが、なかなか良い

取り組みだと思いました。 

私がオーケストラに初めて接したのは、高校３年生の時でしたから、今、

小学生の時からこのように接する機会があって、これを機にオーケストラ

に関心を持つ子がたくさん出てくるであろうと思いますし、長野小と小山

田小が一緒にするというのが意味があり、中学校になったら一緒になるわ

けですから、そういう交流する良い機会にもなっていますし、加えて教育

大の学生もボランティアで参加していることも良いことであり、大いに活

用して他の学校にもますます広げてもらったらいいかなと思います。他の

学校でも行っているそうですけれども、非常にいい取り組みをしてもらっ

ているなと感心しました。 
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尾上委員 

やはり、幼い時から大きなホールでオーケストラをバックに舞台で歌わ

せてもらえて、感性が豊かになるであろうと思いました。ラブリーホール

ではあのような小学校の生徒が聴く催しっていうのは、他の小学校も同じ

ようにされているのでしょうか。 

 

松本教育長 

移動に時間や経費などもあり全てではありませんが、ラブリーホールは

アウトリーチ事業ということで、学校へ訪問していただいて、大規模では

ありませんが体育館などで、このようなことを行っていただいたりしてい

ます。市内２０校あるので、順番に回るという感じです。 

ちなみに７月２０日には、市の音楽フェスティバルがラブリーホールで

あって、小学校３校と中学校５校がラブリーホールで、演奏会を開いてい

ます。 

他、ございませんか。では教育委員の報告を終わります。 

 

（5）報告案件（要旨） 

松本教育長 

それでは、本日の案件に入ります。 

報告第２号「労働基準法第３６条に基づく労使協定の締結について」の

説明をお願いします。 

   

藤林教育総務課長 

報告第２号「労働基準法第３６条に基づく労使協定の締結について」ご

説明いたします。 

今回の事業所といたしましては、市立ふるさと歴史学習館および市立滝

畑ふるさと文化財の森センター、この２つの事業所における労働基準法第

３６条に基づく労使協定の締結につきまして、地方教育行政の組織および

運営に関する法律第２５条第１項および教育長に対する事務委任等に関

する規則第３条第１項の規定に基づきまして、平成３１年４月２５日付け

で、教育長が臨時で代理し今回実施した旨、報告させていただくものでご
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ざいます。今回締結しました協定の内容でございますけれども、まず市立

ふるさと歴史学習館の方でございますが、今回延長できる時間数は１日に

ついて５時間、１か月について４５時間、１年について３６０時間という

時間数で協定を結んでおります。期間につきましては、令和元年の７月１

日から令和２年６月３０日という形でございます。 

休日の導入につきましては、規則に定める休館日のうち、１か月には２

日以内という形となっております。同じ内容を、羽曳野の労働基準監督署

と河内長野市長あてに届け出を提出させていただいている内容でござい

ます。 

もう１つの事業所につきましては、滝畑ふるさと文化財の森センターで

すけれども、こちらは延長することができる時間数につきましては、１日

について７時間４５分、１か月について４５時間、１年について３６０時

間という形で、こちらの期間につきましても令和元年７月１日から令和２

年６月３０日という形を１年間での協定という形となっております。 

休日労働につきましては、規則等に定めます休館日のうち、１か月に２

日以内という形でございます。こちらの方も河内長野市長ならびに労働基

準監督署長あてに同じものを提出しているというところでございます。説

明につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

松本教育長 

ただいまの説明につきまして、ご質問等ありましたらお願いいたします。 

 

澤田教育長職務代理者 

３６協定の労働者側の代表者が全て施設長になっていますが、これで問

題はないのですか。 

 

藤林教育総務課長 

はい、施設長につきましては、一般の労働者であり管理職ではないこと

から、一般の職員と同じ扱いとなっています。 

 

松本教育長 
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施設ごとに、労働者が労働者の代表者を決めているという認識ですが。 

 

藤林教育総務課長 

はい、代表者は、労働者が投票や推薦などの方法で決めています。 

 

松本教育長 

   施設長でなければならないと決めているわけではないのですね。たまた

ま施設長になっているという認識でよいですか。 

 

藤林教育総務課長 

はい、結果的に今回は施設長となっています。 

 

松本教育長 

他にご質問等ありましたらお願いいたします。 

質問がないようですので、報告第２号「労働基準法第３６条に基づく労

使協定の締結について」を終了します。 

次に報告第３号「平成３０年度河内長野市学校給食会会計収入支出決算

について」の説明をお願いします。 

 

大谷教育指導課参事 

それでは報告第３号「平成３０年度河内長野市学校給食会会計収入支出

決算について」ご説明申し上げます。 

報告内容につきましては、去る６月２５日に、学校給食会理事会におき

まして承認されているものでございます。 

学校給食の実施状況でございますが、学校給食は「生きた教材」といわ

れており、そのためにも栄養バランスや食材の選定はもとより、よく噛む

献立や献立コンテストの実施等により、多彩な献立を通じて、食育に取り

組んでまいりました。また、中学生に対しては、特に成長期に必要とされ

る栄養バランスのとれた食事を提供し、食事や健康について考える能力を

高めるため、希望選択制の学校給食を実施しました。アンケートでの「温

かい給食を希望する」というご要望に基づき、２学期から米飯を温かい状
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態で提供いたしました。給食の実施日数につきましては、小学校は１～３

学期の合計で１８５日間実施しました。中学校は合計１７７日間実施しま

した。また米飯は、月、水、木曜日、パン食は火、金曜日に実施しており

ます。学校給食費につきましては、平成３０年４月に給食費の改定を行い

ました。低学年は月額４０５０円。中学年は４１５０円。高学年が４２５

０円で、各学年とも２５０円の値上げを行ったものでございます。中学校

はご飯またはパン、おかず、牛乳のセットが３２０円で、おかずと牛乳の

セット、つまり主食抜きで２６０円の設定でございます。それぞれ１０円

の値上げをいたしました。学校給食にかかる経費の負担区分につきまして

は、パン、米飯、副食といった食材料は、保護者の皆様にご負担いただい

た給食費で購入し、給食センターや学校配膳員の人件費、光熱水費、その

他施設の維持管理経費は、市の負担となっております。各小学校への供給

食数は、表のとおりです。各学校の行事等により、給食実施日数は異なり

ます。合計での年間のべ供給食数としましては、９２万９４３９食で、１

日平均での調理数は５０５１食です。中学校への供給食数は、年間のべ１

９０７７食で、１日平均１２０食です。次に献立内容について申し上げま

す。主な献立は表のとおり、季節の旬の材料をできるだけ多く取り入れま

した。また、我が国の伝統行事にちなんだものなどを取り入れるとともに、

栄養のバランスを考慮しました。１例を申し上げますと、４月の入学祝い

はカレーが定番となっております。季節の旬の食材を使った料理としては、

鱧の天ぷら、これは７月です。たけのこの土佐煮、４月です。などを提供

いたしました。また、毎月１９日は「食育の日」としてよく噛む献立を出

しております。５月には伝統行事食として、こどもの日のちまきを出しま

した。献立表の右側の欄には、献立に使用した材料のうち、玉ねぎや小松

菜など、河内長野産のものを記載しておりますが、これらは河内長野市農

産物直売所協議会アグリかわちながのから納入されております。また、赤

みそは農協の婦人部で製造しており、全量市内産を使用しております。小

学生の栄養摂取状況について記載しております。平均栄養摂取量は文部科

学省の基準をおおむね満たす数値となっております。長年の課題でありま

した、カルシウムと鉄の摂取量につきましても、文部科学省の摂取基準を

満たす結果となりました。ビタミン類につきましては、基準をかなり上回
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っておりますが、これは調理により消失する分を見込んで多めにとってお

るというところでございます。中学生の栄養摂取状況でございます。カル

シウムの確保に苦慮しておりますが、鉄は足りております。そのほかは小

学校と同様の傾向でございます。学校給食会の活動状況を申し上げます。

学校給食会は理事会と各専門委員会で運営されておりまして、理事会につ

きましては、定例理事会を２回開催し、決算や予算等を案件としておりま

す。５つの専門委員会があり、それぞれの委員会の開催状況につきまして

は、記載のとおりです。献立委員会と物資購入委員会は、それぞれ７月を

のぞく毎月開催し、PTA 代表、学校教職員を交えて、献立の決定、物資の

選定を行っております。つづきまして、平成３０年度河内長野市学校給食

会会計収入支出決算についてでございますが、収入合計２億３３０５万１

２２６円。支出合計２億３３０４万６４３３円。差し引き４７９３円の黒

字でございます。収入といたしまして、給食費につきましては、小学校給

食費の収入済み額が２億２８５３万７２２０円でございます。中学校給食

費として、５９４万８６７０円でございます。諸収入といたしましては、

PTA 等の試食会費等の２７万１９２４円でございます。支出につきまして

は、主なものといたしまして、主食物資購入費につきましては、米飯、パ

ンおよび牛乳代で９９８４万１１６５円でございます。副食物資購入費に

つきましては、Ⅰ億３３１７万８００５円で、学校給食会登録業者から購

入しております。諸支出金の２万７２６３円につきましては、献立委員会

におけるおかずの試作品の材料代および振込手数料です。 

報告は以上でございます。 

 

松本教育長 

ただいまの説明につきまして、ご質問等ありましたらお願いいたします。 

 

嘉名委員 

例年、カルシウムと鉄分の摂取量に苦慮されていた気がしますが、今回

はどのようにクリアしたのですか。もし工夫したことがあれば、教えて頂

きたいです。 
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大谷教育指導課参事 

今まで給食費をずっと１９年ほど据え置きをしてまいりまして、ずっと

同じ給食費で運営してまいりましたが、その間材料代の値上がりが激しく

て、お肉はほとんど鶏とか、野菜もひじきなどもできるだけ出すようには

していましたが、やはりどうしても全体量も少なくしなければならないこ

とから、カルシウムと鉄分の量が右肩下がりでありました。平成３０年の

４月に値上げをさせていただきまして、そのおかげで肉も、牛肉を買うこ

とができるように、またカルシウムなどはチーズとか、ひじきとか、あと

小魚ですね、そういうものをデザートとして出したり、あるいはひじきを

おかずとして回数を増やしたりすることで、何とか摂取量をクリアしたと

いうわけです。値上げの効果が顕著に表れたというふうに考えております。

以上になります。 

 

澤田教育長職務代理者 

給食費の収入未済が毎年の課題ですが、例年に比べてどうでしたか。増

えましたかそれとも減りましたか。 

 

大谷教育指導課参事 

あまり大きな変動はありませんでした。おおよそ１３０万円くらいが未

済となっています。そのあと４、５年かけて１１０万ぐらい徴収しますの

で、単年度、年度年度の未済額としては２０万ぐらいが最終徴収できない

額となっています。 

 

澤田教育長職務代理者 

他市と比較したことはありますか。 

 

大谷教育指導課参事 

はい、今は資料がありませんが、河内長野市は極端に少ないです。富田

林市は１２００万ぐらい収入未済と聞いています。公会計だからかもしれ

ませんが。羽曳野市、松原市も５、６００万ぐらい収入未済と聞いており

まして、最終的にどれぐらいの金額に落ち着くかはわかりませんが会計を
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締めた段階での未済はそのぐらいの額があると聞いております。 

 

澤田教育長職務代理者 

この徴収は、銀行口座で引き落としですか。 

 

松本教育長 

口座引き落としです。 

 

澤田教育長職務代理者 

それで未収ということは、口座にその金額が入っていないということで

すか。 

 

松本教育長 

そうです。 

 

澤田教育長職務代理者 

この給食費が落ちていないということは、学校の教材費なんかも落ちて

いないのですか。 

 

安田教育推進部理事 

口座はまた別ですけど、落ちないことがあります。 

 

松本教育長 

国がこれを公会計にして徴収を学校の業務にするなという方針になっ 

ているので、いずれ対応しなければなりませんが、まだそこまで議論が進

んでいないのが現状です。  

 

松本教育長 

他にご質問等ありましたらお願いいたします。 

質問がないようですので、報告第３号「平成３０年度河内長野市学校給

食会会計収入支出決算について」を終了します。 
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次に報告第４号「平成３０年度公益財団法人河内長野市文化振興財団の

事業並びに決算の報告について」の説明をお願いします。 

 

山崎文化・スポーツ振興課長 

それでは報告第４号「平成３０年度公益財団法人河内長野市文化振興財

団の事業並びに決算の報告について」ご説明申し上げます。 

本件は、平成３０年度公益財団法人河内長野市文化振興財団の事業なら

びに決算の報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づ

き、令和元年９月市議会に報告するため、本定例教育委員会議に報告する

ものでございます。平成３０年度事業実施報告ですが、今年度はラブリー

ホール、キックスの２館一体の指定管理期間の３年目であり、両館の堅実

な管理運営に取り組み、文化振興事業および生涯学習推進事業は、市の基

本方針をふまえ、着実に実施したところです。財団の事業を大きく、公益

目的事業と収益事業の２つに分かれ、事業内容は５つの公益目的事業と６

つの収益事業を実施いたしております。公益目的事業の位置づけである地

域の芸術文化の振興を図る事業は、記載の８事業を展開いたしました。ま

ず、1つめの創造発信型事業は、ヤエクの森と奥河内音絵巻２０１８の４

事業８公演を実施し、入場者は１７５０人でした。市民参加型事業では、

ラブリーハロウィン in河内長野２０１８や、ラブリーホール合唱団演奏

会などの５事業２７公演を実施し、入場者は 1３１１人でした。教室運営

型事業では、ミュージカルスクール、のこぎり音楽教室、ゴスペル、伝統

音楽教室アンドフィドル教室の４事業を実施し、合計で１４事業２６２公

演、入場者数は１０７１２人でした。芸術家育成型事業では、ロビーコン

サートシリーズ、ラブリーホール新人演奏会を実施し、合計２事業２公演、

入場者数は３２０人でした。芸術文化普及型事業では、ドラゴンクエスト

スペシャルコンサートをはじめ、カフェコンツェルトやシネマ deラブリ

ーなど、幅広いジャンルの事業を実施し、合計２９事業６０公演、入場者

数は１８１０９人でした。アウトリーチ事業では、小中学校や特別養護老

人ホームを訪問し、合計１６事業１６公演を実施し、入場者数は２６２９

人でした。芸術文化活動活性型支援事業では、第６４回河内長野市文化祭

や、市民による自主的な芸術文化活動の支援のための共催事業や助成事業
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を実施し、合計３０事業４７公演、入場者数は１1３１７人でした。この

ほか、ラブリーニュースやホームページによる地域の芸術文化情報の収集

や発信をしております。生涯学習推進事業では、キックスの指定管理者と

して、河内長野市民大学くろまろ塾に取り組み、大学連携講座では、大阪

千代田短大、短期大学をはじめ６大学と連携し、合計２６事業２６講座を

実施し、参加人数は１３３３人でした。教養講座では、８事業８講座を実

施し、参加人数は３８９人でした。河内長野市、河内長野地域学講座では、

２事業２講座を実施し、参加人数は１７７人でした。医療連携講座では、

５事業５講座を実施し、参加人数は５２８人でした。学位授与式特別講演

会では、１事業１講座を実施し、参加人数は７１人でした。特別講座ゲノ

ム変種がもたらす食の変化の可能性を考えるでは、４事業４講座を実施し、

参加人数は１０４人でした。特別講演会では、１事業１講座を実施し、参

加人数は２２５人でした。合計４７事業４７講座、参加人数は２８２７人

でした。くろまろ塾生数および学位取得者数についてでございます。平成

３０年度末の塾生は１５８１名で、前年比３３名増加しました。さらに、

学位授与者は８５名、市民博士が４１名、市民修士が１１名、市民学士が

３３名、３０年度取得者数は記載のとおりでございます。事業の集計とい

たしましては、表のとおりでございます。１から８の事業の総計といたし

まして、１４７事業４６９公演講座、参加人数は４８９７５人です。ラブ

リーホールとキックスの施設利用状況、施設利用料、入場者数、アンケー

ト集計につきましては、それぞれ記載のとおりでございます。収益事業の

位置づけである地域の芸術文化の振興に資する事業は、公益目的外利用に

かかる施設の貸与や、レストランの運営など記載の６事業を実施いたしま

した。決算でございます。一般正味財産増減の部。経常増減の部、経常収

益、そして表の中段にございます経常収益計でございますが、当年度が４

億３８７５万５０６円でございます。その他でございます。経常費用の計

が４億３１９８万８９３３円でございます。この経常収益計と経常費用計

の差額は当期経常増減額の６７６万１５７３円となります。経常外増減の

部でございますが、税抜前の当期一般正味財産増減額は、６７６万１５７

３円となり、ここから法人税、住民税、事業税１１５万１２００円を差し

引きしまして、当期一般正味財産増減額を５６１万３７３円となっており
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ます。尚、黒字分に関しましては、今後の設備改修にかかる費用にあてる

予定でございます。また本日、この定例教育委員会会議後の研修会で、文

化振興財団の事業について文化振興財団の方から改めて説明もございま

すので、あわせてご報告させていただきます。説明は以上でございます。

よろしくお願いいたします。 

 

 (6）その他報告（要旨） 

各課長 

令和元年度主要事業報告 第１四半期について 

 （別添資料により説明） 

 

藤林教育総務課長 

後援名義 第１四半期について 

 （別添資料により説明） 

 

伊藤文化財保護課長 

河内長野市文化財保存活用計画について 

ぐるっとまちじゅう博物館 2019 関連講演会 

文化財ボランティアの募集 

日本遺産認定記念ロビー展示 

旧三日市交番第２期常設展 

藍の生葉で染めるシルクストール 

弥生時代のジオラマをつくろう 

  （別添資料により説明） 

 

森地域教育推進課長 

自然と友達になる３日間「学びの森」 

夏休みこども教室の開催について 

ジュニアキャンプ 

  （別添資料により説明） 

 



14 

 

有村図書館長 

夏休みのイベント 

実務者のための古文書資料の整理に関する講座 

図書館 資料展示について 

（別添資料により説明） 

 

閉 会 

松本教育長 

  以上で７月定例教育委員会を閉会します。 
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令和元年８月定例教育委員会開催日程 

 

１．日 時 

  令和元年８月２１日（水） 午後１時００分開催 

  ※開始時間については、審議案件の件数により変更あり。 

 

２．場 所 

  河内長野市役所７階 行政委員会室  
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教育長報告（令和元年７月１日～令和元年７月２２日）  別 紙 

 

７月１日（月） 

７月２日（火） 

 

７月３日（水） 

 

 

７月４日（木） 

７月５日（金） 

７月７日（日） 

 

７月８日（月） 

 

 

７月９日（火） 

７月１０日（水） 

７月１１日(木) 

 

７月１２日（金） 

７月１６日（火） 

７月１７日（水） 

７月１９日(金) 

７月２０日（日） 

 

 

大阪府教育委員会市町村教育室長との面談 

部長会 

社会教育委員会 

校長会（給食センター） 

保護司会連絡会（キックス） 

保幼小連絡会議（キックス） 

局内会議 

大阪府都市教育長協議会７月定例会（アウィーナ大阪） 

河内長野市こども会育成連合会スポーツフェスタ（赤嶺グ

ラウンド） 

歴史文化基本構想等検討委員会 

南河内地区市町村教育長連絡協議会地区人事協議会（府民

センター） 

庁議 

小・中学校訪問 

小学校訪問 

小学校連合児童会（あやたホール） 

大阪教育大学副学長と面談（柏原学舎） 

教頭会 

大阪府教育長と面談（大阪府別館） 

教育委員教科書採択研修会 

市音楽フェスティバル（ラブリーホール） 

美加の台夏祭り（美加の台小） 

加賀田納涼映画祭（加賀田小） 

 


